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関西医科大学附属病院
 P.7 外来診療のご紹介　肝臓外科 運動療法外来 海堀教授
 P.8 消化管外科 肥満・糖尿病手術のご紹介　井上准教授
 P.9 取り組み紹介　健康科学センタ－ 木村教授
 P.10 新教授に聞く　呼吸器・感染症内科 宮下教授

関西医科大学総合医療センター
 P.11 手外科センター　浜田センター長
 P.12 転ばぬ先の杖外来　神経内科 近藤教授
 P.13 血管外科の取り組み　駒井教授

関西医科大学くずは病院
 P.17 整形外科 新任医師紹介　玉井外科部長・平田医師

関西医科大学天満橋総合クリニック
 P.18 変革が迫られている総合健診　浦上院長

関西医科大学香里病院
 P.14 新医長に聞く　腎泌尿器外科　小糸助教
 P.15 新医長に聞く　乳腺外科　兼松診療講師
 P.16 スペシャリスト　臨床検査部　田中技師長
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特集

他医療機関で対応困難な症例を幅広く受
け入れています。附属病院は大阪府内で3つ
ある高度救命救急センターのひとつとして、全
診療科の地域からあらゆる重症症例を、24時
間365日体制で収容・診療。また、附属病院は
災害時の医療拠点、広域搬送拠点としての
役割も担っています。

高度救命救急センター

総合医療センターでは、Hybrid Emergency
RoomにIVR-CTを設置し、重症患者さんに対
しても、CT検査・血管造影検査を行い、的確な
治療戦略が立てられるようになりました。
さらに、生体モニター・電子熱型表が刷新され、
救急初療室・救命救急センター・GICU・手術
室・心臓カテーテル室が共通のシステムで結
ばれています。

救命救急センター

脳卒中センター（附属病院・総合医療センター）
では脳卒中（脳梗塞・脳出血・くも膜下出血）や
一過性脳虚血発作などにも迅速に対応。脳神経
外科・神経内科・救急医学科・リハビリテーション
科が中心となり、コメディカルスタッフとともにチー
ム医療を展開し、患者さんに最善の治療が提供

できるように努めています。
また、発症早期からのリハ
ビリテーションで、少しでも
患者さんの症状が改善す
るように努めています。

脳卒中センター

心臓血管疾患集中治療室（CCU）を保有し、
循環器救急疾患を24時間体制で受け入れ。
回復期の心臓リハビリテーションにも積極的
に取り組んでいます。
血管内治療センターでは早期発見、早期治
療介入により、将来重篤な血管病に陥らない
ようにするために、「統一血管
病早期発見プログラム」を作
成し、院内に広く普及させて
います。

ハートセンター・
血管内治療センター

超急性期・急性期医療

枚方・寝屋川消防組合との連携で運用。
1分1秒を争う超急性期症例では医師が現場
に同行。搬送中に医療行為を施すことで救命
率や予後の改善を実現しています。

ハイブリッドERは、救急患者さんの初療と
別の患者さんのCT検査を同時に行え、医療
リソースの有効活用を実現しています。

附属病院は、血管造影装置などを併設した
手術室、ハイブリッド手術室を保有。血管の状
況を見ながら行う低侵襲で負担の少ないカテー
テル手術の、安全性・確実性が向上しました。

患者さんに対するエピペンの処方や指導、学校
教職員・保育士・救急救命士向け講習会などを積
極的に展開。救急医学科とも連動し、重症例への
緊急対応と、その予防にも取り組んでいます。

ドクターカーHybrid Emergency RoomHybrid手術室アナフィラキシー対応・啓発

重症熱傷
重度外傷

急性薬物中毒

交通事故大規模災害アナフィラキシーショック

心臓発作 脳梗塞

くも膜下出血

急性心不全

致死的不整脈

脳卒中

などで、急性期医療に取り組んで  います
などで、急性期後の回復期・療養期医療にも取り組んでいます
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外傷センター 脊椎神経センター 褥瘡・創傷ケアセンター健康科学センター
関医デイケアセンター関医訪問看護ステーション

総合リハビリテーションセンター

いつでも頼れるホスピタル  関 西 医 大 の ポ テンシャル

K A N S A I  M E D I C A L  U N I V E R S I T Y  g r o u p02 01



関 西 医 科 大 学 と 地 域 を つ な ぐ 連 携 誌  つ な ぐ

いつでも頼れるホスピタル  関 西 医 大 の ポ テンシャル

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術
診療科名 眼科
承認年月日 2013年8月1日
費用 308,809円/片眼（1回あたり）※

放射線照射前に大量メトトレキサート療法を行った後の
テモゾロミド内服投与及び放射線治療の併用療法
並びにテモゾロミド内服投与の維持療法 
診療科名 脳神経外科
承認年月日 2016年7月1日
費用 113,540円※

術前のS－１内服投与、シスプラチン静脈内投与及び
トラスツズマブ静脈内投与の併用療法
診療科名 消化管外科
承認年月日 2016年10月1日
費用 23,129円※

膵癌腹膜転移に対するS－１＋パクリタキセル経静脈
腹腔内投与併用療法
診療科名 胆膵外科
承認年月日 2017年4月1日
費用 819,174円※

テモゾロミゾ用量強化療法
診療科名 脳神経外科
承認年月日 2017年5月1日
費用 123,840円※

マルチプレックス遺伝子パネル検査　難治性固形がん
※ステージがⅢ期若しくはⅣ期で手術が不能なもの又は治療後に再発したものであって、治療法が存在しない
もの又は従来の治療法が終了しているもの若しくは従来の治療法が終了予定のものに限り、肉腫を除く

診療科名 呼吸器腫瘍内科
承認年月日 2019年3月1日
費用 249,847円※

がん治療・緩和ケアセンター
腎センター

人工関節センター総合周産期母子医療センター

などで、
がん治療に取り組んでいます

などで、歩行・運動面における治療に
取り組んでいます

健康科学センター

などで、無痛分娩や出生前診断、周産期・
小児医療に取り組んでいます

臨床遺伝センター小児医療センター

最先端医療先進医療

化学療法のベッド数は35床と関西でも最大
規模を誇り、診療室も同じセンター内に5室設
置。医師が緊急時にもすぐに対応できる環境
を整えています。また、ご本人のみならずご家族
の治療への不安、将来への不安などにも相談
できる環境を整えており、治療成績向上だけで
なく安心を届ける援助を大事にしています。

がんセンター

がんの形にあわせた放射線治療を行う新し
い照射方法です。がん細胞周囲の正常組織
への照射を減らし、放射線をがんに集中するこ
とで副作用を増加させることなく、手術と同等
の治療成績を上げることが可能です。治療は
1回15～30分程度で、入院も不要。附属病
院では前立腺がんだけでなく頭頸部がん、脳腫
瘍、婦人科がん、膵がんなど全身のがんに応用
しています。
また、前立腺がんと乳がんについて従来より

も短時間の治療が可能な方法も選択可能です。

IMRT（強度変調放射線治療）

ロボット支援手術センターでは、すでに導入
されているダヴィンチによる手術を行うだけでな
く、医師のスキルアップ支援から、新たに保険
収載されたがんの症例における活用と安全性
の確立まで、幅広く推進するとともに、新たなロ
ボットの技術的評価や、導入検討、手技の模
索、スタッフのスキル向上などにも取り組んで
います。

ロボット支援
手術センター

手術支援ロボット「ダ・ヴィンチSi」を導入。
人間には不可能な動きや回転、静止が可能
なアームを自在に操り、開腹手術の困難な身
体の奥深い病変部位も正確に、かつ安全に
切除可能です。また、直径数センチの穴を3～
4箇所切開するだけと、患者さんの負担が軽
減。コンソールに座ったまま操作できるため、
医療スタッフの負担も軽くする画期的なデバ
イスです。

ダヴィンチ手術

附属病院・総合医療センターでは、3次元動
作解析、床反力計、多チャンネル表面筋電図
を用いた歩行・動作分析を実施しています。治
療方針の決定や治療効果の判定が必要な際
は、解析結果も画像データとともに地域の先
生方と共有し、協働しています。最終的に患者
さんが今まで生活されていた地域に戻られるた
めに出来る限り地域の先生方や医療職の方
と連携を進めています。

総合リハビリテーション
センター

脳卒中によって足関節に麻痺が残っている
方のリハビリ治療として、空気圧人工筋による
足関節ロボットを企業と共同開発し、歩行ト
レーニングを実施。ロボットを従来の下肢装具
に装着し、足関節運動を適切にアシストするこ
とで、動きを再認識させ、歩行機能を改善して
います。その他にも、転倒予防や認知機能改
善を目的とした、様々なロボット・先端技術の
応用・活用に関する研究に取り組んでいます。

リハビリテーションロボット

産婦人科医と泌尿器科医が連携し、ご夫婦
を対象とした治療を大切にしています。希望を
聞きながら、年齢・不妊原因を考慮して治療方
針を決定。不妊症看護認定看護師が、患者さ
んに寄り添うサポートを心掛けています。また、
体外受精胚移植、顕微授精など高度生殖補
助医療（ART）の場合も専属の生殖補助医療
胚培養士が責任をもって受精卵をお預かりい
たします。

生殖医療センター
先進医療は保険診療との併用が認められているもので、先進
医療にかかる部分の費用だけが自己負担となり、他の費用は保
険診療が適用されるため、受診しやすくなっています。先進医療
は厚生労働大臣が定めた施設基準に該当する医療機関のみ実
施することができ、関西医科大学附属病院・総合医療センターも
先進医療を実施しています。

体内での受精が困難な患者さんの卵子や
精子を体外に取り出し、体外で受精させる技
術をART（生殖補助医療技術、Assisted 
Reproductive Technology）と言います。
これは1）体外受精（IVF）、2）顕微授精法
（ICSI）、3）胚移植（ET）、4）ヒト卵子・胚の
凍結保存ならびに凍結胚移植等の技術の
総称。

高度生殖補助医療（ART）

不妊治療

出生前診断 無痛分娩

重度肥満

回復期ケア 心臓病回復リハビリ 脳卒中回復リハビリ

リハビリ一般 内視鏡手術心臓発作

希少がん

がん一般

※入院料などその他費用は別途かかります。

総合医療センター

附属病院

附属病院

附属病院

附属病院

附属病院

附属病院

E X A M P L E E X A M P L E E X A M P L E E X A M P L E

関
西
医
科
大
学
グ
ル
ー
プ
の
診
療
力

その他にも その他にも その他にも

K A N S A I  M E D I C A L  U N I V E R S I T Y  g r o u p04 03



関 西 医 科 大 学 と 地 域 を つ な ぐ 連 携 誌  つ な ぐ

くずは病院
TEL 072-809-0005（代）
〒573-1121 大阪府枚方市楠葉花園町４番１号

香里病院
TEL 072-832-5321（代）
〒572-8551 大阪府寝屋川市香里本通町8番45号 

総合医療センター
TEL 06-6992-1001（代）
〒570-8507 大阪府守口市文園町10番15号 

附属病院
TEL 072-804-0101（代）
〒573-1191 大阪府枚方市新町2丁目3番1号 

いつでも頼れるホスピタル  関 西 医 大 の ポ テンシャル

地域の先生方と
ともに歩み、
ともに生きる関西医大

どんな領域、どんな分野でも、
私たちが対応いたします

最先端・高度先進医療を、
安全に安心の医療へ

　担当医だけでなく、患者さんを取り巻く医療職者全員が協力して診療に当たるチーム医療。
しかし、そのチームには地域の先生方が欠かせません。超急性期・急性期を脱した患者さんが
療養・回復していく過程において、地域の先生方の力が必要不可欠。本学はこれからも、附属
医療機関と地域の先生方のチームワークを最大限高めるための努力を惜しみません。

患者さんの紹介と逆紹介

地域の先生方とともに、チームとして診療しています

関西医科大学では患者さん一人ひとりの疾患に合わせた最適な医療を提供すべく、センター化に
よるチーム医療を推進しています。例えば12床の冠動脈疾患集中治療室を持つハートセンターでは
上記のように医師・看護師以外に複数の職種が連携し、心疾患へのトータルケアを行っています。

患者さんの
ご紹介
右記、地域医療連携窓口
までご連絡ください

1

1

3

2

関西医大の
診療
最先端で、安心の高度
医療をご提供します

2
治療後の
逆紹介
地域の先生方と、
一緒にフォローします

3

●心不全外来
●生活指導
●心不全指導

循環器内科医師
●診療・外来
●心臓カテーテル
●TAVI 心臓血管外来医師

●診療・外来
●心疾患手術

●急性期への
対応

管理栄養士
●栄養指導
●減塩指導
●入院食での管理

●外来心臓リハビリ
●再発予防

運動指導士

薬剤師

●服薬指導
●病棟での服
薬教室開催

患者さん

臨床工学技師
●生命維持装置等臨床技術の提供
●カテーテル等立会い

地域医療連携窓口

北河内医療圏の最後の砦として、また頼れるパートナーとして、
関西医大グループは先生方とともに最良の医療を目指します

慢性心不全看護
認定看護師

紹介

逆紹介

どんな症例も、私たちにお任せ
ください。豊富な経験と実績を
誇る医師とコメディカルが、最
適な診療をご提供します。

共存共栄のパートナーとして、
関西医大は地域の先生方と手
に手を取り合ってこれからも診
療活動に邁進していきます。

循環器系、臓器系、運動器、感
覚器系、神経系、免疫系…すべ
ての領域・分野においてプロ
フェッショナルをご用意しています。

関西医科大学グループは、
いつでも頼れるホスピタルとして地域の先生方とともに歩みます。

KMUなら チーム医療の充実

ハートセンターの取り組み

救急医学科
医師

患者さん

地域の医療機関

関西医科大学グループ
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Outpatient service

Profile

肝臓外科 運動療法外来
診療科長　診療教授

海堀 昌樹

略歴
1993年　関西医科大学卒業
2006年　関西医科大学附属病院助教
2011年　関西医科大学附属病院講師
2012年　関西医科大学附属病院准教授
現在に至る

日本外科学会専門医・指導医
日本消化器外科学会専門医・指導医
日本内視鏡外科学会技術認定医

Profile

Profile

消化管外科　准教授

井上 健太郎
重度肥満・糖尿病症例は…

肝がんの疑い症例は…肝臓外科
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略歴
1991年 関西医科大学　卒業
1997年 関西医科大学大学院　医学研究科博士課程修了
1993年 関西医科大学附属香里病院外科助手
1997年 京都大学医学部移植外科国内留学
1999年 関西医科大学附属香里病院麻酔科研究医員
2006年 関西医科大学外科学第1外科助手
2003年 関西医科大学外科助手
2007年 関西医科大学外科助教
2009年 関西医科大学外科講師　
2013年 関西医科大学外科准教授
2015年 関西医科大学次世代低侵襲外科
 治療学講座（寄附講座） 併任教授
2015年 関西医科大学臨床研究支援センター副センター長
2015年 関西医科大学附属枚方病院
 がんセンター研究部門部門長
2016年 千葉大学フロンティア医工学センター
 特別研究准教授
2018年 関西医科大学外科診療教授
現職
関西医科大学 外科学講座　診療教授
関西医科大学 外科学講座　研究医長
関西医科大学 次世代低侵襲外科
 治療学講座（寄附講座）併任教授
関西医科大学 臨床研究支援センター
 副センター長・研究計画管理部門長

消化器外科

か
つ
て
は
肝
癌
の
術
後
患
者
に
運

動
療
法
を
加
え
る
是
非
に
つ
い
て
は

一
切
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。と
こ
ろ
が
、10
年
前
よ
り
当

院
で
は
肝
癌
患
者
に
対
し
て
も
健
康

運
動
指
導
士
が
個
々
に
あ
っ
た
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。積
極
的
に
身

体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
術
後
の

体
力
回
復
や
体
力
維
持
を
可
能
と

さ
せ
る
研
究
を
行
っ
て
き
た
結
果
、予

後
に
見
受
け
ら
れ
る
良
い
兆
し
は
数

値
の
上
で
も
明
ら
か
と
な
り
、近
年

で
は
障
害
肝
合
併
肝
癌
患
者
に
対

す
る
運
動
・
栄
養
療
法
を
組
み
合
わ

せ
た
包
括
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。再
発
リ
ス
ク

の
指
標
と
な
る
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性

の
値
を
例
に
見
る
と
、定
期
的
な
運

動
を
し
た
場
合
と
栄
養
量
法
の
み
の

場
合
と
で
比
較
し
た
と
こ
ろ
、前
者

で
は
正
常
値
を
示
す
こ
と
が
多
く
、

再
発
率
も
下
が
り
ま
し
た
。ほ
か
に

も「
術
後
入
院
期
間
の
短
縮
」「
術

後
6
ヶ
月
で
の
体
組
成
の
有
意
な

減
少
」「
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
指
数
の

有
意
な
低
下
」も
得
る
こ
と
が
で
き
、

運
動
療
法
の
継
続
に
よ
っ
て
術
後

肝
癌
再
発
が
減
少
す
る
傾
向
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。今
後
、外
科
系
横
断
的
な

チ
ー
ム
医
療
と
し
て
周
術
期
運
動
療

法
の
導
入
を
行
い
、関
西
医
大
オ
リ

ジ
ナ
ル
と
し
て
の「
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗

よ
り
み
た
癌
再
発
抑
制
」に
対
す
る

取
り
組
み
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

運動療法×食事療法の有効性を実証し
肝癌患者の治療と体力改善に役立てて行く
運動療法×食事療法の有効性を実証し

肝癌患者の治療と体力改善に役立てて行く

肥
満・糖
尿
病
の
改
善
に
期
待
高
ま
る

外
科
ア
プ
ロ
ー
チ
の
普
及
に
尽
力

肥
満・糖
尿
病
の
改
善
に
期
待
高
ま
る

外
科
ア
プ
ロ
ー
チ
の
普
及
に
尽
力

関西医科大学附属病院  外来診療のご紹介関西医科大学附属病院 消化管外科 肥満・糖尿病手術のご紹介

当
院
で
は
特
殊
外
来
と
し
て
、専

門
性
の
高
い
疾
患
に
対
し
て
専
門
の

医
師
が
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
1
つ
に
肥
満
外
来
が
あ
り
ま
す
。

肥
満
と
そ
の
合
併
症
で
あ
る
糖
尿

病
の
治
療
や
改
善
を
試
み
る
外
科

的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
1
つ
と
し
て
、私
が

専
門
と
す
る
の
は「
腹
腔
鏡
下
ス

リ
ー
ブ
状
胃
切
除
術
」で
す
。胃
を

細
く
す
る
こ
と
で
食
べ
る
量
が
減
る

だ
け
で
な
く
、胃
か
ら
出
る
グ
レ
リ

ン（
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン
）

を
取
り
除
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。日

本
で
は
ま
だ
ま
だ
薬
物
療
法
が
主

流
で
す
が
、海
外
で
は
い
ち
早
く
手

術
に
よ
る
治
療
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い

ま
す
。最
初
の
症
例
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
、胃
で
は
な
く
小
腸
の
切
除
で
し

た
が
、術
後
の
予
後
は
良
好
で
、術

前
よ
り
元
気
も
出
て
腸
の
機
能
も

回
復
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
な
手
術
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、現
在
も
っ
と
も

多
く
行
わ
れ
て
い
る
の
が
先
述
し
た

ス
リ
ー
ブ
手
術
で
す
。

B
M
I
35
と
い
う
基
準
や
糖
尿

病
や
高
血
圧
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
症

状
が
あ
る
患
者
さ
ん
に
限
定
さ
れ
ま

す
が
、当
院
を
含
む
一
部
の
病
院
で

は
保
険
も
適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。糖

尿
病
の
治
療
と
し
て「
投
薬
」「
バ
イ

パ
ス
手
術
」「
ス
リ
ー
ブ
手
術
」を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、外
科
処
置
を
行
え

ば
イ
ン
ス
リ
ン
使
用
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
B
M
I
、H
b
A
1
c
数
値

と
も
に
下
が
る
効
果
も
出
て
い
ま
す
。

海
外
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、今
後
は
日
本
で
も
広
が
っ
て
い
く

も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。関
西

医
科
大
学
で
は
い
ち
早
く
2
0
1
2

年
よ
り
肥
満
手
術
を
ス
タ
ー
ト
し
、

2
0
1
9
年
2
月
ま
で
に
57
名
の

方
に
手
術
を
受
け
て
頂
い
て
い
ま
す
。

手
術
に
栄
養
指
導
、運
動
療
法
、カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
組
み
合
わ
せ
た
多
職

種
チ
ー
ム
体
制
で
患
者
さ
ん
の
生
活

習
慣
病
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。減
量
や
生
活
習
慣
病
で
お
悩
み

の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃい
ま
し
た

ら
、ご
紹
介
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

関西医科大学附属病院 地域医療連携部病診連携課

紹介
地 域 の
医療機関
から予約

初診
患者さんの
状況を診断

治療
手術、化学
療法、放射
線など

包括的リハビリ
栄養療法、運動療法を
組み合わせた再発防止
プログラム

逆紹介
地域の先
生にお返
しします

関西医科大学附属病院 地域医療連携部病診連携課

紹介
地 域 の
医療機関
から予約

外科的治療
腹腔鏡下スリーブ状胃切除術

内科的治療
インスリン療法など

栄養指導・運動療法・
カウンセリング

食事指導と運動プログラ
ム、心理学的アプローチを
組み合わせたケアを提供

初診
患者さん
の状況を
診断

逆紹介
地域の先
生にお返
しします
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関 西 医 科 大 学 と 地 域 を つ な ぐ 連 携 誌  つ な ぐ

略歴
1981年 関西医科大学卒業
1988年 関西医科大学大学院医学博士取得
1988年 米国コネチカット大学留学
1989年 カナダトロント大学留学
1991年 大阪簡易保険総合健診センター内科医長
1997年 関西医科大学第2内科　講師
2002年 同助教授
2006年 同附属病院健康科学センター長
2009年 同健康科学科教授
 現在に至る
循環器、肥満、抗加齢医学専門医、健康スポーツ医

EndeavorNew professor

Profile

健康科学センター
診療科長　教授

木村　穣

略歴 1989年 川崎医科大学卒業
 1991年 川崎医科大学大学院 医学研究科（微生物学教室）入学
 1995年 川崎医科大学大学院 医学研究科博士課程修了
 1995年 川崎医科大学 呼吸器内科学教室臨床助手
 1997年 米国ワシントン大学 病原微生物学教室研究員
 1998年 川崎医科大学 呼吸器内科学教室講師
 2011年 川崎医科大学 総合内科学１学教室准教授　
 2019年 関西医科大学 内科学第一講座
  呼吸器・感染症内科担当診療教授

Profile

呼吸器・感染症内科　科長・診療教授

宮下 修行

呼
吸
器
・
感
染
症
内
科

健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

当
科
で
は
、気
管
支
喘
息
や
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患（
C
O
P
D
）な
ど

の
換
気
異
常
を
き
た
す
疾
患
、肺
炎

や
結
核
な
ど
の
感
染
症
、間
質
性
肺

炎
な
ど
の
び
ま
ん
性
肺
疾
患
と
い
っ

た
呼
吸
器（
肺
）に
関
す
る
診
療
に
力

を
い
れ
て
い
ま
す
。呼
吸
器
の
病
状
と

し
て
代
表
的
な｢

咳
や
痰｣

は
あ
り
ふ

れ
た
症
状
で
あ
る
が
ゆ
え
に
悩
ま
れ

て
い
る
方
も
多
く
、医
療
機
関
を

転
々
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。咳=

風
邪
と
軽
視
さ
れ
が

ち
で
す
が
、背
後
に
は
重
篤
な
病
気

や
感
染
症
な
ど
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。赴
任
ま
も
な
い
印
象

と
し
て
は
、北
河
内
に
は
呼
吸
器
専

門
医
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。治

療
や
診
断
に
窮
す
る
場
合
に
は
、日

本
呼
吸
器
学
会
に
在
籍
し
咳
嗽
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
も
精
通
し
た
当
科
医
師

が
有
す
る
専
門
知
識
や
、高
度
な
設

備
を
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。症
状
の
緩
和
や
改
善
へ
と
導
い

た
上
で
、患
者
さ
ん
の
健
康
的
な
日

常
生
活
を
支
え
る
地
域
医
療
へ
と
引

き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

大
学
附
属
病
院
の
果
た
す
役
割
は

大
き
く
３
つ
、【
教
育
】【
研
究
】【
臨

床
】で
す
。｢

教
育｣

と
は
学
生
に
の
み

当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
標
準
的
な
治

療
を
広
め
、地
域
と
連
携
し
て
い
く

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
地

域
連
携
を
深
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い

の
が
、地
域
の
先
生
方
と
フ
ェ
イ
ス

ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス
で
交
流
す
る
機
会
を
増

や
し
、互
い
の
専
門
性
や
な
す
べ
き
こ

と
共
有
し
な
が
ら
、信
頼
関
係
を
築
い

て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。か

つ
て
の
よ
う
に
受
け
身
の
姿
勢
で
は

出
会
い
も
繋
が
り
も
生
じ
な
い
こ
と
か

ら
、積
極
的
に
機
会
や
場
を
設
け
て
い

き
た
い
考
え
で
す
。す
べ
て
は
地
域
の

患
者
さ
ん
の
健
康
へ
の
寄
与
と
地
域

医
療
の
発
展
を
目
指
し
て
、互
い
の
知

見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
役
立
て
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
病
気
の
引
き
金
と
な
り
得
る
生

活
習
慣
病
は
じ
め
、患
者
さ
ん
１
人

ひ
と
り
の
背
景
と
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ

た
症
例
に
対
応
す
る
こ
と
が
多
く
、

幅
広
い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
各
種
専
門
医
の
み
な

ら
ず
、運
動
、栄
養
、心
理
職
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
や
臨
床
検
査
技
師
を
配
備

す
る
と
同
時
に
、院
内
の
各
科
の
専

門
医
や
地
域
の
先
生
と
も
情
報
連

携
を
行
い
な
が
ら
、治
療
と
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
と
の
連
携
の
1
つ
と
し

て
、先
日
行
わ
れ
た｢

症
例
検
討
会｣

が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。外
科
処
置
や
服
薬

指
導
だ
け
で
は
改
善
が
難
し
い
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
や
肥
満
、大
動
脈
解
離
と
い
っ

た
症
例
を
取
り
上
げ
、食
事
療
法
と

運
動
療
法
、場
合
に
よ
っ
て
は
臨
床
心

理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、患
者

さ
ん
の
生
活
に
関
わ
り
の
あ
る
地
域

の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
も
加
え

て
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、健
康
へ
と
導
い

た
症
例
を
ご
報
告
し
ま
し
た
。

す
で
に
道
は
開
か
れ
、シ
フ
ト
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、会
を
通
じ
て
改
め
て

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
こ
と
は
、当
院
と

地
域
の
ド
ク
タ
ー
が
連
携
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、患
者
さ
ん
の
日
常

生
活
に
関
連
の
あ
る
専
門
多
職
種
と

の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
。

健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
が
要
と
な
り
、

必
要
な
医
療
情
報
が
分
断
さ
れ
る
こ

と
な
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
、連
携
を

深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
の
先
進
性
を
追
求
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
、こ
う
し
た
症
例
検
討

会
に
加
え
て
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
対
象
の
勉

強
会
も
継
続
し
て
い
き
な
が
ら
、互
い

の
意
志
疎
通
、情
報
共
有
、レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
や

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
の

連
携
強
化
を
図
り

患
者
さ
ん
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト

地
域
や

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
の

連
携
強
化
を
図
り

患
者
さ
ん
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト

関西医科大学附属病院  取り組み紹介関西医科大学附属病院  新教授に聞く 咳
嗽
の
専
門
医
が
有
す
る
知
見
を
地
域
に
還
元

信
頼
と
連
携
で
確
か
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く

症例検討会の様子 健康科学センター運動指導医による講演

10 09
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略歴
1987年 京都大学医学部卒業
1990年 和歌山赤十字病院医師採用
1997年 Neuroimmunology Branch,National Institutes of Health
  （ベセスダ、米国）において研究に従事
1999年 国立精神神経センター神経研究所
 免疫研究部組織培養室室長採用
2005年 国立病院機構 長崎医療センター臨床研究部長
2007年 長崎大学大学院医歯薬総合研究科
 分子神経学講座教授（併任）
2014年　京都大学医学部附属病院
 地域ネットワーク医療部准教授
2016年 関西医科大学総合医療センター神経内科診療教授（現職）
【学会評議員等役職】神経免疫学会評議員、日本神経学会
代議員、日本認知症学会専門医試験作成委員・症例レポート
審査員、独立行政法人医薬品医療機器総合機構専門委員

Speciality serviceOutpatient service

略歴
1993年 徳島大学医学部 卒業
1996年 大学院医学研究科博士課程修了
徳島県立中央病院、高知赤十字病院等にて勤務、新潟手の
外科研究所 国内留学、上肢の外科（Postdoctoral fellow） 
イタリア フランス スペイン ドイツ 埼玉手外科研究所、長野新
生病院、小郡中央病院にて研修

2006年 鳴門病院整形外科・手 外科センター長
2013年 日本手外科学会・米国手外科学会トラベリングフェロー 渡米

Profile

手外科センター センター長

浜田 佳孝

Profile

神経内科　診療科長・教授

近藤 誉之

歩行障害などパーキンソン病疑い症例は… 重度手指拘縮症例は…

神

経

内

科

手
外
科
セ
ン
タ
ー

症
例
は
、７
年
前
に
２
回
手
術
を
受
け
て
小
指

P
I
P
関
節
が
直
角
に
曲
が
っ
て
動
か
な
く

な
っ
た
例
で
す
。生
活
動
作
に
邪
魔
に
な
っ
て
い

た
が
、諦
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

手外科センター転ばぬ先の杖外来

当
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
の
開
設
以
来

手
足
と
く
に
上
肢
の
疾
患
・
障
害
の

機
能
及
び
外
観
の
回
復・改
善
に
特

化
し
た
診
療
体
制
を
整
え
、精
度
の

高
い
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。地
域

の
患
者
さ
ん
に
顕
著
な
症
状
に
は
手

の
し
び
れ
や
痛
み（
手
根
管
症
候
群
）、

腱
鞘
炎
と
いっ
た
コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ
か

ら
、手
指
変
形
性
関
節
症
、ガ
ン
グ
リ

オ
ン
、微
小
骨
折
、テ
ニ
ス
肘
な
ど
が

見
受
け
ら
れ
、な
か
に
は
特
殊
な
治
療

を
要
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。一
例
を

挙
げ
る
な
ら
、手
指
の
拘
縮
に
対
す

る
創
外
固
定
治
療（
サ
ー
ジ
カ
ル
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）。保
険
適
用
に
な
っ

て
ま
だ
新
し
い
も
の
で
す
が
私
は
10
年

ほ
ど
前
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、独
自

の
矯
正
法
も
生
み
出
す
な
ど
、こ
の
分

野
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
。わ
ず
か
で
も
関
節
が
残
っ
て
い

れ
ば
手
指
を
動
か
せ
る
ま
で
に
改
善

可
能
で
す
。本
学
に
は
手
の
先
天
性

異
常
や
肘
の
障
が
い
、指
の
人
工
関
節

分
野
に
おい
て
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

と
評
さ
れ
る
先
生
が
存
在
し
、従
来

で
は
不
可
能
だ
っ
た
治
療
も
可
能
で

き
る
の
が
当
セ
ン
タ
ー
の
強
み
で
す
。

コモンディジーズから難病まで対応し
手術以外の選択肢も幅広く提案可能
コモンディジーズから難病まで対応し
手術以外の選択肢も幅広く提案可能

関西医科大学総合医療センター  手外科センター関西医科大学総合医療センター  転ばぬ先の杖外来

神
経
難
病
に
か
か
る
と
骨
格
系

に
異
常
を
き
た
し
歩
行
に
悪
影
響

が
出
て
転
倒
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。本
人
も「
歩
き
づ
ら
い
」「
つ

ま
づ
き
や
す
く
な
っ
た
」と
感
じ
な

が
ら
も「
膝
が
悪
い
せ
い
だ
」「
歳
だ

か
ら
仕
方
な
い
」と
、老
化
に
よ
る
も

の
だ
と
諦
め
が
ち
。そ
ん
な
状
況
に

危
惧
を
感
じ
た
前
院
長
が「
転
ば
ぬ

先
の
杖
」と
命
名
し
た
当
科
で
は
、

神
経
疾
患
の
な
か
で
も
っ
と
も
罹
患

者
の
多
い
難
病
で
あ
る
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
早
期
発
見
に
繋
が
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

も
そ
の
一
例
で
す
が
、回
診
中
に
気

に
な
る
患
者
さ
ん
を
見
か
け
た
ら
当

外
来
へ
と
ご
案
内
も
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
振
戦
麻
痺
と
呼
ば
れ
た
よ

う
に
、特
徴
的
な
症
状
で
あ
る「
震

え
」が
あ
れ
ば
患
者
さ
ん
本
人
も
お

か
し
い
と
気
づ
き
、来
院
さ
れ
ま
す

が
、中
に
は
震
え
の
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。震
え
が
な
く
て
も
、歩
行

障
害
や
動
作
緩
慢
、「
変
な
夢
を
見

る
」「
臭
い
が
分
か
ら
な
い
」「
便
秘
」

な
ど
の
症
状
を
訴
え
る
患
者
さ
ん

が
い
た
ら
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
疑
い
、

当
科
へ
の
早
期
診
断
と
治
療
を
促

し
て
く
だ
さ
い
。早
期
で
あ
れ
ば
劇

的
に
生
活
能
力
が
回
復
す
る
の
も
、

老
化
と
の
違
い
で
す
。

老
化
に
似
た
症
状
の
陰
に
は
、病
が
潜
む
可
能
性
も
あ
り

早
期
診
断
と
治
療
で
活
動
的
な
生
活
を
取
り
戻
す

難治性手指関節拘縮に対する指用創外固定器を用いたリハビリ治療

6か月経過で
軽度再燃も、
改善！

1

2

軽度の拘縮なら
下記の女性の
手に小さく収ま
る創外固定も。

手
指
変
形
性
関
節
に

対
す
る
指
用
人
工
関

節
を
用
い
た
治
療
例

関西医科大学総合医療センター 地域医療連携部

紹介
地域医療
連 携 部

例）サージカルリハビリテーション
保険適用となって日の浅い創
外固定治療による重度の手指
拘縮治療を提供

経過観察
再燃を防ぐ
ための予後
ケアを実施

初診
患者さん
の状況を
診断

逆紹介
地域の先
生にお返
しします

紹介
地域医療
連 携 部

治療
投薬を中心とした
最適な治療を提供

リハビリ
運動機能の回復を
目的としたリハビリ
治療

スクリーニング
関西医大オリジナルのチェックシートと専
門医の診察、各種検査結果に基づいて、
早期発見

12 11

06-6993-9444

主訴の例
動作緩慢、手が震える、変な夢を
見る、匂いがわからない、便秘が
ひどい、歩行困難

関西医科大学総合医療センター 地域医療連携部 06-6993-9444
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略歴
2010年 関西医科大学卒業
2010年 愛仁会千船病院初期研修
2012年 関西医科大学附属病院 腎泌尿器外科 入局
2013年 関西医科大学香里病院 腎泌尿器外科 助教
2014年 済生会野江病院 腎泌尿器科 出向
2016年 関西医科大学附属病院 腎泌尿器外科 助教
2018年 関西医科大学香里病院 腎泌尿器外科 医長・助教

EndeavorInterview

Profile

腎泌尿器外科　医長・助教

小糸 悠也

血管疾患の疑い症例は…

腎
泌
尿
器
外
科

血

管

外

科

略歴
1985年 和歌山県立医科大学卒業
 和歌山県立医科大学附属病院診療医
1987年 国立循環器病センター　レジデント
1990年 和歌山県立医科大学助手
1991年 英国 Institute of Child Health 留学
1992年 英国 The Hospitals for Sick Children, Registrar
1993年 和歌山県立医科大学　助手
1999年 同　講師
2002年 済生会和歌山病院　医師，和歌山県立医科大学非常勤講師
2006年 同　心臓血管外科部長
2008年 東京医科大学講師
2010年 同　准教授
2011年 同　准教授（八王子医療センター心臓血管外科）
2013年 関西医科大学教授、末梢血管外科部長、血管内治療センター長
 （東京医科大学　外科学第二講座　兼任教授）
2016年 関西医科大学教授（外科学講座）、
 総合医療センター血管外科部長、
 血管内治療センター長（病院名、科名変更にともなう）
2018年 関西医科大学教授（心臓血管外科学講座）、 
 総合医療センター血管外科部長、
 血管内治療センター長（所属講座変更にともなう）
【加入学会】日本外科学会、日本循環器学会、
日本血管外科学会、日本心臓血管外科学会、
日本脈管学会、日本静脈学会、日本臨床外科
学会、日本フットケア学会、日本下肢救済足病
学会、日本リンパ浮腫治療学会、Society for 
Vascular Surgery、European Society for 
Vascular Surgery

Profile

血管外科　診療科長・教授

駒井 宏好

公開講座を通じて、
市民の皆様の腎
臓への関心を高め、
病状への気づきや
来院に繋がること
を目指しています。

血管外科

関西医科大学総合医療センター 地域医療連携部

紹介
地域医療
連 携 部

治療
結果を踏まえ、予防・診断・投薬
治療・外科手術・低侵襲血管内
治療など、最適な対応を選択

スクリーニング
独自の「統一血管病早期発見プ
ログラム」を運用し、全身の血
管状態をスクリーニング

逆紹介
地域の先
生にお返
しします

06-6993-9444

日
本
で
は
心
臓
血
管
外
科
と
言

え
ば
ま
だ
ま
だ
心
臓
が
中
心
で
す
が
、

欧
米
で
は「
心
臓
外
科
」と「
血
管

外
科
」が
分
か
れ
て
い
る
の
が
主
流

で
す
。日
本
全
国
に
80
あ
る
大
学
医

学
部
の
中
で
血
管
外
科
が
設
け
ら

れ
て
い
る
の
は
た
っ
た
の
5
つ
で
、そ

の
ほ
と
ん
ど
は
東
海
以
北
で
し
た
。

関
西
医
科
大
学
で
は
2
0
1
3

年
に
西
日
本
で
は
じ
め
て
血
管
外
科

を
立
ち
上
げ
て
以
来
、全
身
の
動
脈
、

静
脈
、リ
ン
パ
管
の
内
科
的
、外
科

的
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在

も
西
日
本
で
唯
一
、血
管
疾
患
を
診

療
で
き
る
外
科
を
標
榜
し
て
い
ま
す
。

血
管
病
は
軽
い
う
ち
は
見
過
ご
さ
れ
、

重
症
に
な
っ
て
か
ら
で
は
時
す
で
に

遅
し
で
あ
る
た
め
、開
業
医
の
先
生

方
が
診
て
軽
微
で
も
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
来
院
を
促
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、ま
た
重
症
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
も
最
後
の
砦
と
な
る
べ
く
尽

増
え
続
け
る

動
脈
硬
化
症
を

起
因
と
す
る

血
管
病
か
ら

患
者
さ
ん
を
守
る
！

増
え
続
け
る

動
脈
硬
化
症
を

起
因
と
す
る

血
管
病
か
ら

患
者
さ
ん
を
守
る
！

関西医科大学総合医療センター  血管外科の取り組み関西医科大学香里病院  新医長に聞く

2
0
1
8
年
4
月
よ
り
、新
医
長

と
し
て
香
里
病
院
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。排
尿
障
害
、泌
尿
器
科
癌
、尿

路
結
石
を
専
門
に
、前
任
の
附
属
病

院
で
は
腎
移
植
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。医
者
に
な
っ
て
10
年
と
い

う
節
目
に
、手
術
や
治
療
だ
け
で
な

く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
任
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、そ
れ
ま
で
の
附
属
病
院
で
培
っ

た
経
験
に
加
え
て
新
た
な
キ
ャ
リ
ア

を
重
ね
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

腎
泌
尿
器
外
科
で
は
尿
路
・
生
殖

器
・
副
腎
な
ど
後
腹
膜
に
生
じ
る
疾

患
に
対
し
て
の
臨
床
部
門
で
す
。

御
高
齢
な
患
者
さ
ん
も
多
い
部
門

で
あ
り
、侵
襲
の
大
き
い
外
科
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
や
総
抗
コ
リ
ン
負
荷（total 

anti‐cholinergic load

）に
注
意
し

な
が
ら
の
内
科
的
ア
プ
ロ
ー
チ
や
適
切

な
生
活
指
導
を
心
が
け
た
診
療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
手
術
実
績
も
豊
富
で
あ
り
、

男
性
で
あ
れ
ば
前
立
腺
肥
大
で
は
年

間
40
〜
50
例
と
大
阪
府
下
で
も
多
い

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。結
石
手
術
に
関

し
て
は
手
術
器
械
を
刷
新
す
る
こ
と

で
合
併
症
発
症
率
も
低
く
な
り
、手

術
時
間
の
短
縮
も
進
ん
で
い
ま
す
。今

後
も
患
者
さ
ん
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
を
最
優
先
に
、質
を
重
視
し
た
診

療
を
心
が
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、さ
ら
に
多
く
の
手
術
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
に
尽
力
し
て
い
る
地
域
柄

を
受
け
て
、来
院
行
動
の
喚
起
や
病
状

の
気
づ
き
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。地
域
連
携
の
会
な
ど
の
集
ま
り
も

通
じ
て
開
業
医
の
先
生
と
の
接
点
を

増
や
し
、治
療
や
診
断
に
困
っ
た
と
き

に
は
真
っ
先
に
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
信

頼
関
係
を
築
い
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
垣
根
は
低
く
」診
療
は
手
厚
く
！

附
属
病
院
の
実
績
と
技
術
を
地
域
へ

力
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、患
者
さ
ん

の
来
院
を
た
だ
待
つ
の
で
は
な
く
、

医
局
員
が
分
担
で
各
地
の
病
院
を

回
り
、外
来
で
地
域
の
相
談
を
受
け

る
活
動
も
そ
の
1
つ
。普
通
の
病
院

で
は
、糖
尿
の
患
者
さ
ん
の
足
に
治

り
に
く
い
傷
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、糖

尿
病
専
門
医
は
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
専
念
す
る
だ
け
、眼
科
医
も
足
ま

で
は
診
な
い
た
め
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
。

当
院
で
あ
れ
ば
血
管
外
科
主
導
の

フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
が
存
在
し
、ど
ん

な
疾
病
で
来
院
さ
れ
た
と
し
て
も
、

気
に
な
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
看

護
師
が
足
先
ま
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

し
て
い
ま
す
。結
果
は
チ
ー
ム
や
医

師
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
必
要
な

治
療
が
行
わ
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

こ
う
し
た
組
織
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
全
国
の
講
演
会
な
ど
で
発

表
し
て
お
り
、高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。
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略歴
2000年 関西医科大学卒業
 関西医科大学附属滝井病院 外科入局
2002年 大阪赤十字病院出向
2004年 関西医科大学附属滝井病院 外科 医員
2006年 関西医科大学附属枚方病院 外科 専修医
2007年 関西医科大学附属滝井病院 外科 専修医
 関西医科大学附属滝井病院 外科 研究医員
2011年 関西医科大学大学院博士課程単位取得
 関西医科大学附属枚方病院 外科 病院助教
 関西医科大学香里病院 外科 助教
2018年 関西医科大学香里病院 外科 助教・乳腺外科医長
 関西医科大学香里病院 外科 診療講師・乳腺外科医長

InterviewSpecialist

Profile

乳腺外科 医長・診療講師

兼松 清果

略歴
1991年 関西医科大学附属滝井病院 入職
2010年 関西医科大学香里病院 勤務

Profile

臨床検査部
技師長

田中 敬一朗

臨
床
検
査
部

乳

腺

外

科

日
本
に
お
け
る
女
性
の
乳
が
ん
の
発

症
率
は
12
人
に
1
人
に
な
り
ま
す
。生

涯
で
2
人
に
1
人
が
何
ら
か
の
悪
性
疾

患
に
罹
患
す
る
今
日
で
は
、そ
れ
ほ
ど

多
く
感
じ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
、

乳
が
ん
に
罹
患
す
る
年
齢
の
ピ
ー
ク
が

40
代
後
半
か
ら
60
代
で
あ
る
こ
と
は
、

注
目
す
べ
き
点
で
す
。子
育
て
真
っ
只

中
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、90
%
以
上
の
早
期
乳
が
ん

は
治
療
で
治
癒
し
ま
す
。早
期
発
見
、

早
期
治
療
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、治
療

に
よ
る
体
へ
の
負
担・治
療
費・治
療
期

間
が
少
な
く
な
り
ま
す
。乳
房
の
異
常

に
気
づい
た
ら
、早
く
受
診
し
て
頂
く
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。働
く
女
性
も
受

診
し
や
す
い
、夕
診（
17
時
か
ら
19
時
）

を
月
曜
日・水
曜
日・木
曜
日
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。ま
た
、早
期
発
見
の
為
に
は
、

症
状
が
出
現
す
る
前
に
乳
が
ん
を
発
見

す
る
…
乳
が
ん
検
診
の
受
診
を
す
す
め

る
こ
と
も
大
切
で
す
。当
院
は
、寝
屋

川
市
の
乳
が
ん
検
診
に
毎
年
参
加
し
て

お
り
ま
す
が
、今
年
か
ら
四
條
畷
市
の

乳
が
ん
検
診
も
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。ま
さ
に
、「
京
阪
沿
線
は
健

康
沿
線
®
」と
な
る
よ
う
に
、当
院
で

出
来
る
こ
と
を
地
域
の
皆
様
に
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
院
乳
腺
外
科
は
、女
性
医
師
2
名

が
中
心
に
な
り
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
や
乳
腺
エ

コ
ー
の
検
査
は
、女
性
技
師
が
担
当
し

て
お
り
、女
性
が
受
診
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
お
り
ま
す
。4
月
か
ら
専
門

医
が
着
任
し
、乳
房
再
建
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
考
え
で
す
。

放
射
線
治
療
の
み
提
携
病
院
で
の

施
行
と
な
り
ま
す
が
、手
術
、化
学
療

法
な
ど
の
乳
が
ん
治
療
は
当
院
で
可
能

で
す
。香
里
園
駅
徒
歩
1
分
で
、治
療

中
の
通
院
に
も
便
利
で
す
。地
域
の
皆

様
に
寄
り
添
う
地
域
医
療
を
心
掛
け

て
お
り
ま
す
が
、さ
ら
に
不
安
な
く
安

心
し
て
受
診
し
て
頂
け
る
よ
う
努
力
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

手術から乳房再建まで対応し
  患者さんの不安を最小限化

関西医科大学香里病院 新医長に聞く関西医科大学香里病院  臨床検査部

検
査
技
師
と
は

そ
の
名
の
通
り
、検
査
を
専
門
と

す
る
技
能
者
の
こ
と
で
、国
家
資
格

を
有
し
ま
す
。診
断
を
下
し
、治
療

を
行
う
の
は
医
師
の
役
目
で
す
が
、

そ
の
判
断
基
準
や
根
拠
と
な
る
患

者
さ
ん
の
状
態
を
検
査
し
、数
値
化

（
デ
ー
タ
）し
て
異
変
を
示
す
の
が
臨

床
検
査
技
師
の
仕
事
で
す
。技
師
が

提
供
す
る
デ
ー
タ
は
病
気
の
予
防

や
早
期
発
見
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、高
齢
化
社
会
で
あ
る
今
、

健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
グ
な
ど
、活

躍
の
場
は
増
え
て
い
ま
す
。患
者
さ

ん
に
最
適
な
医
療
を
提
供
す
る
為

に
欠
か
せ
な
い
現
代
の
チ
ー
ム
医
療

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

当
院
の
特
色
に
つ
い
て

附
属
病
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
香
里
病
院
は
、大
学

附
属
病
院
の
関
連
病
院
と
し
て
の

顔
と
地
域
密
着
病
院
と
し
て
の
顔

を
併
せ
持
つ
点
が
特
色
で
す
。い
ろ

い
ろ
な
症
状
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
に

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
為
に
は
、

小
回
り
の
き
く
検
査
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。そ
の
ひ
と
つ
が
、

臨
床
検
査
の
夕
診
対
応
。夕
診
時

で
も
検
査
が
必
要
と
さ
れ
た
場
合
、

当
日
中
に
対
応
で
き
る
病
院
は
あ

ま
り
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
。確
か

に
午
前
診
に
比
べ
れ
ば
検
査
で
き
る

項
目
は
減
り
ま
す
が
、改
め
て
予
約

を
取
る
必
要
も
な
く
、外
来
と
連

携
し
て
当
日
中
に
検
査
で
き
る
の

で
、後
日
再
来
院
を
促
す
と
い
っ
た

負
担
を
患
者
さ
ん
に
強
い
る
こ
と
が

少
な
い
で
す
。通
常
か
な
り
時
間
が

か
か
る
め
ま
い
の
検
査
に
つ
い
て
も
、

当
院
で
は
当
日
中
に
対
応
し
て
い
ま

す
。当
院
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る

乳
腺
外
来
に
対
し
て
も
、乳
腺
エ

コ
ー
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

強
み
を
生
か
し
地
域
連
携

通
常
、地
域
の
医
療
機
関
で
は

ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
や
下
肢
静
脈
検
査
を

ど
こ
で
も
行
え
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、当
院
で
は
対
応
可
能
で
す
。

技
師
は
あ
く
ま
で〝
黒
子
〞で
す
が
常

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、待
ち
時
間

待
ち
時
間
の
解
消
な
ど

患
者
さ
ん
思
い
の
検
査
体
制

を
短
縮
す
る
な
ど
、患
者
さ
ん
の
負

担
を
解
消
し「
診
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ

た
」と
思
わ
れ
る
病
院
を
目
指
し
、

一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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InterviewEndoscope

略歴
２００８年 関西医科大学卒業
2010年 市立岸和田市民病院
 関西医科大学香里病院
 関西医科大学附属滝井病院
2011年 洛西ニュータウン病院
2013年 関西医科大学香里病院
2018年 関西医科大学くずは病院 整形外科
 関西医科大学くずは病院
 整形外科部長就任

Profile

整形外科部長

玉井 辰弥

略歴
2012年 関西医科大学卒業
2014年 関西医科大学整形外科学教室
2015年 独立行政法人
 地域医療機能推進機構滋賀病院
2017年 関西医科大学香里病院
2018年 関西医科大学くずは病院 整形外科

Profile

整形外科

平田 將之

玉
井
医
師

玉
井
医
師

平
田
医
師

平
田
医
師

こ
れ
ま
で
は
回
復
期
ケ
ア
に
特
化

し
て
い
た
柏
友
会
楠
葉
病
院
が

2
0
1
8
年
1
月
か
ら
関
西
医
科

大
学
く
ず
は
病
院
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
を
受
け
、赴
任
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。私
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
先

生
に
師
事
し
て
き
た
経
緯
か
ら
、一
般

的
な
外
傷
か
ら
関
節
外
科
ま
で
幅
広

い
領
域
を
専
門
と
し
、今
後
は
当
院
で

治
療
か
ら
手
術
ま
で
集
約
し
て
取
り

組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
現
在
、尽
力
し

て
い
る
最
中
で
す
。高
齢
化
社
会
を

迎
え
て
い
る
こ
と
を
受
け
、脊
椎
の
症

状
や
、膝・股
関
節
な
ど
に
加
齢
に
よ

る
傷
病
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
が
多
く

存
在
し
ま
す
。当
院
で「
手
術
か
ら

入
院
加
療
ま
で
対
応
で
き
る
」こ
と
が

ま
だ
ま
だ
周
知
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を

打
破
す
る
た
め
に
も
、着
実
に
地
域
と

信
頼
関
係
を
深
め
て
い
き
な
が
ら
、楠

葉
か
ら
枚
方
地
区
全
域
の
病
診
連
携

を
進
め
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

関
西
医
科
大
学
附
属
病
院
の
整

形
外
科
で
は
主
に
股
関
節
疾
患
を

専
門
に
診
療
し
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
1
8
年
4
月
よ
り
、玉
井
先

生
と
共
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
関
西
医
科
大
学
く
ず
は
病
院
の

整
形
外
科
を
盛
り
立
て
て
い
く
任

を
受
け
て
い
ま
す
。柏
友
会
楠
葉
病

院
時
代
に
は
な
か
っ
た
手
術
か
ら
、

術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
を
当
院
で

ト
ー
タ
ル
に
請
け
負
っ
た
あ
と
、地
域

の
主
治
医
と
連
携
し
な
が
ら
、そ
の

後
の
生
活
に
不
安
や
支
障
の
な
い

よ
う
に
回
復
を
促
し
、患
者
さ
ん
の

ケ
ア
と
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
き

た
い
考
え
で
す
。現
在
2
人
の
専
門

医
が
在
籍
し
て
い
ま
す
の
で
、急
を

要
す
る
疾
患
に
も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

対
応
可
能
で
す
。一
般
的
な
外
傷
骨

折
は
も
ち
ろ
ん
圧
迫
骨
折
や
保
存

的
加
療
で
の
入
院
が
必
要
な
患
者

さ
ん
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
当
院
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

地
域
と
繋
が
る
機
会
を
増
や
し

連
携
を
深
め
て
い
き
た
い

地
域
と
繋
が
る
機
会
を
増
や
し

連
携
を
深
め
て
い
き
た
い

急
な
手
術
も
対
応
可
能

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

急
な
手
術
も
対
応
可
能

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

くずは病院  整形外科  新任医師紹介天満橋総合クリニック 変
革
が
迫
ら
れ
て
い
る
総
合
健
診

院
長
　

浦
上 

昌
也

社
会
構
造
の
変
化
や
医
療
技
術

の
革
新
に
直
面
し
、総
合
健
診
セ
ン

タ
ー
も
大
き
な
変
革
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。新
し
い
医
療
技
術
を
積
極

的
に
導
入
し
、個
別
化
さ
れ
た
健
診

（
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
の
健
診
）を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
学
会
は「
症
候
発
現

ま
え
の
疾
患
を
早
期
発
見
す
る
こ
と

ば
か
り
で
な
く
、そ
の
疾
患
が
発
症

し
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
に
主

眼
が
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

の
方
針
を
表
明
し
て
い
ま
す
。当
ク

リ
ニッ
ク
の
目
標
は
、以
前
よ
り
単
な

る
健
診
機
関
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、

疾
病
の
リ
ス
ク
評
価
、早
期
発
見
か

ら
病
気
の
予
防
の
た
め
の
治
療
、さ

ら
に
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
取
り

込
ん
だ
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
に
な
る

こ
と
と
定
め
て
行
動
し
て
き
ま
し
た

が
、今
後
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

天
満
橋
総
合
ク
リ
ニッ
ク
は
内
視

鏡
検
査
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

従
来
、胃
が
ん
検
診
は
上
部
消
化

管
透
視
検
査
と
内
視
鏡
検
査
で

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、近
年
内
視
鏡

検
査
の
希
望
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

経
鼻
内
視
鏡
検
査
の
普
及
で
、内
視

鏡
検
査
に
対
す
る
抵
抗
感
が
軽
減
し

て
き
た
こ
と
が
一
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、胃
が
ん
と
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
あ

い
だ
に
明
ら
か
な
因
果
関
係
が
認
め

ら
れ
て
か
ら
、胃
が
ん
リ
ス
ク
層
別
化

検
査（
A
B
C
分
類
）な
ど
に
よ
る
ピ

ロ
リ
菌
検
査
が
普
及
し
、そ
の
結
果
ピ

ロ
リ
菌
陽
性
者
に
対
す
る
除
菌
治
療

が
増
加
し
、除
菌
前
後
の
内
視
鏡
検

査
の
需
要
が
増
し
た
事
も
大
き
な
原

因
と
思
わ
れ
ま
す
。今
後
も
そ
の
傾
向

は
続
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。ク
リ

ニッ
ク
で
は
、増
加
す
る
内
視
鏡
検
査
に

対
応
す
る
た
め
に
、内
視
鏡
検
査
室
を

増
設
し
ま
し
た
。内
視
鏡
検
査
医
も

増
員
し
、検
査
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

高
齢
者
に
配
慮
し
た
人
間
ド
ッ
ク

健
診
の
コ
ー
ス
を
新
設
し
ま
す
。

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
展
し
て

い
る
な
か
、高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
健

診
の
受
診
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
向
き
の
人
間
ド
ッ
ク
健
診
の

あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

年
齢
を
考
慮
し
て
、必
要
性
が
低
い

も
の
を
省
き
、健
康
寿
命
の
さ
ら
な

る
延
伸
を
目
的
と
し
て
、新
た
に
必

要
な
検
査
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。高
齢
者
に
対
す
る
介
護
予
防

を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、フ
レ
イ
ル
や

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、軽
度
認
知
障
害

（
M
C
I
）の
評
価
が
必
要
に
な
り
ま

す
。人
間
ド
ッ
ク
学
会
に
お
い
て
も
、

高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
に
関
す
る
新

た
な
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
を

開
始
さ
れ
た
よ
う
で
す
。関
連
学
会

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、当
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
も
新
し
い
検
査
体
制
を
立

ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

急
速
に
進
化
す
る
医
療
技
術
を

検
診
の
現
場
に
導
入
し
ま
す
。

急
速
に
進
化
す
る
医
療
技
術
、な
か

で
も
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ス
ン
、リ
キ
ッ

ド
バ
イ
オ
プ
シ
ー
は
従
来
の
が
ん
治
療

お
よ
び
が
ん
検
診
の
あ
り
方
を
大
き
く

変
革
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

が
ん
の
治
療
は
、臨
床
試
験
を
繰

り
返
し
て
得
ら
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を
も

と
に
作
成
さ
れ
た
標
準
治
療
を
基
本

に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、近
年
、遺

伝
情
報
か
ら
最
適
な
治
療
法
を
選
ぶ

プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
メ
デ
ィ
シ
ン
に
よ
る

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
治
療
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、よ
り
治
療
の
有
効
性

と
安
全
性
を
増
し
て
き
ま
し
た
。現

在
の
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ス
ン
が
さ

ら
に
進
展
し
た
先
に
あ
る
の
が
リ
キ
ッ

ド
バ
イ
オ
プ
シ
ー
で
す
。

リ
キ
ッ
ド
バ
イ
オ
プ
シ
ー
は
、そ
の

名
の
通
り
、液
体（
血
液
）に
よ
る
生

検
と
い
う
意
味
で
、従
来
の
が
ん

マ
ー
カ
ー
よ
り
正
確
に
治
療
効
果
を

判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
な
ら

ず
、が
ん
検
診
へ
の
導
入
も
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。臨
床
試
験
の
結
果
で

大
腸
が
ん
な
ど
い
く
つ
か
の
が
ん
検
診

で
の
有
用
性
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
点
も
あ
り
ま
す
が
、検
診
率

の
向
上
と
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、

非
常
に
重
要
な
検
査
法
と
な
り
得

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

今
年
11
月
1
日
に
旧
O
M
M
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
開
院
よ
り
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
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香里病院

総合医療センター 附属病院

千里中央

新大阪

大阪空港
大阪モノレール

JR京都線

JR大阪環状線

新幹線

）
線
筋
堂
御
（鉄
下
地

JR阪和線

至和歌山

至新神戸
新幹線 至名古屋

至大津

至出町柳

至神戸
近鉄京都線

京阪本線

樟葉

地下鉄
（谷町線）太子橋今市

関西空港

大日

守口市

門真市滝井

香里園淀屋橋

天王寺

大阪

枚方市

京都

丹波橋

京橋天満橋

JR在来線
京阪本線
地下鉄御堂筋線

近鉄京都線
大阪モノレール
リムジンバス

地下鉄谷町線

天満橋総合クリニック

くずは病院

関西医科大学　地域医療センター

■ 関西医科大学附属病院
TEL.072-804-0101（代）
http://www.kmu.ac.jp/hirakata/
〒573-1191　大阪府枚方市新町2-3-1　
地域医療連携部　病診連携課（地域医療センター事務局）

TEL.072-804-2742  FAX.072-804-2861

■ 関西医科大学総合医療センター
TEL.06-6992-1001（代）
http://www.kmu.ac.jp/takii/
〒570-8507　大阪府守口市文園町10-15　
地域医療連携部　病診連携課

TEL.06-6993-9444  FAX.06-6993-9488

■ 関西医科大学香里病院
TEL.072-832-5321（代）
http://www.kmu.ac.jp/kori/
〒572-8551　大阪府寝屋川市香里本通町8-45
地域医療連携部　病診連携係

TEL.072-832-9977  FAX.072-832-9988

■ 関西医科大学くずは病院
TEL.072-809-0005（代）
http://www.kuzuhahp.com
〒573-1121　大阪府枚方市楠葉花園町4-1
地域医療連携課

TEL.072-809-0013  FAX.072-809-0022

■ 関西医科大学天満橋総合クリニック
TEL.06-6943-2260（代）
http://www.kmu.ac.jp/temmabashi/
〒540-0008　大阪市中央区大手前1-7-31（OMMビル 3階）
TEL.06-6943-2260  FAX.06-6943-9827
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